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税務当局は従来「KSK（国税総合管理）システム」を運用し、申告内容や納付状況などの情報
を蓄積・管理し、税務調査の対象先選定等を効率的に行ってきました。導入から 25年を経て今
秋から「KSK２」が稼働します。これは単なる後継機ではなく、AIを駆使した新システムです。書
面中心の人力を伴う手作業から、データの収集から管理運用までを税目を超えて横断的に行うと
いう、画期的なシステムです。 
 
 AIの分析に基づき申告内容や蓄積した資料情報を組み合わせ、異常値や不整合を抽出し、調査
必要性の高い先を選定します。国税当局も人手不足の中、業務のDXが一気に進むことになりま
す。決算書や申告書の「数値に大きな変動」がある場合、確認対象になる可能性が高まります。 
 
弊所がかねてから国税当局に提出する「添付書面」には、これらの変動の事実と要因を記載して
います。担当職員が平素から皆様に状況確認や要因などについてお尋ねしているのはそのためで
す。今後とも情報の通気性を向上させていくことが自衛にもなります。 
 
 併せて関与先の皆様にも、AIを活用した一層の DXにお取組み頂けるようお勧めいたします。
特に現金を扱われる事業所におかれましては、Airレジなどのクラウド型レジシステムを導入され
ると、会計ソフトとデータ連携できます。今一度、身の回りの手作業や「紙」の洗い出しをして
みましょう！ 
 

《羽 野》 
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「KSK2」始まります！ 


